
主要
施策

重点項目 具体的施策 達成目標 自己評価 成果と課題 改善策 学校関係者の評価

「確かな学力」の育
成

①授業改善
②誰一人取り残さな
い教育
③学校・家庭・地域
の協働

①研究テーマを「伝え広げ深め合う
協働的に学ぶ子どもたちの育成」と
し,「話す・聴く・話し合うの系統化」
「対話を生み出す手立て」「学び合
える集団づくり」の３観点から研究
テーマに迫る。
②読み書き、計算などの基礎的な
学力を児童に定着させる教育活動
を計画する。
③主体的に学ぶ力や意欲を育て
る。

①多様な意見を認め合える集団づ
くりを形成する。
①ペア、少人数のグループにおけ
る対話的活動を通して、深め合え
る集団づくりを図る。
①校内授業を全学年行うことで授
業改善を図る。
②昨年度までのチェックテスト（語
彙、計算）から挙がった課題を中心
に、伊小タイムで「書く活動」「音読
計算」を取り組み、習熟を図る。
②週１回学年打ち合わせで学習の
習熟状況を確認する。そして、定例
部会で報告し、学校全体で共有す
る。
③土曜学習や校外での学習、ゲス
トティーチャーを招き、地域と家庭・
学校が連携する。

①②③教職員、児童、保護者の３
種のアンケートにおいて、学習や
授業に関する質問に肯定的な回答
が９０％を超える。

B

・教職員、児童、保護者の３種のアン
ケートにおいて,学習や授業に関する質
問に肯定的な回答が教職員、児童は９
０％を超えている。保護者は、８０％を
超える。
・話し合うことに慣れ、話して聞くことが
できる児童が育ってきている。
・地域とつながる学習活動を設定するこ
とができた

・伊小タイムで「書く活動」「音読計算」
に取り組み、継続して習熟を図る。
・週１回学年打ち合わせで学習の習熟
状況を確認する。そして、定例部会で
報告し、学校全体で共有する。定着に
復習の時間が必要ならば、復習課題を
各学年で用意し、習熟を図る。
・研究推進では、「児童の学びを見極
め、授業に生かす実践を通して」をサブ
テーマに据え、子どもたちの声を見極
めて協働的に学ぶことを目標とする。
・地域教材・人材を積極的に取り入れ、
カリキュラム・マネジメントを推進してい
く

・自己評価はBであるがアンケート結果
や取組内容からは、十分に評価でき
る。
・伊小タイムの取組がここの基礎学力
の定着に結びついていると感じる。細
やかな確認はとても大事だと感じる。今
後も継続した取組を。
・伊小タイムや地域と連携した学習は
続けていきたい。
・来年度の研究発表会に向け、引き続
き課題意識を持って研修に励んでいっ
ていただきたい。
・「教室はまちがうところだ」の絵本のよ
うに間違えてよい、いろいろな意見があ
る、と理解しコミュニケーションをとって
伝え合って、話し合って答えを出すこと
は大人になっても大切なことである。引
き続き話し合い活動を大切にしていって
ほしい。

新しい時代に対応
した教育の推進

①情報活用能力の
育成
②英語教育の充実
③デジタル化の促進

①端末を活用し、適切に情報収集
したり、工夫してアウトプットしたり
できるよう指導する。
②間違いを恐れず英語での会話を
積極的に取り組むことができる環
境を作る。
③スズキ校務やスクールタクトなど
の活用により、業務の効率化や短
縮を行う。

①児童が重点項目を達成できる機
会がもてるよう、職員に対する技能
研修を行ったり、活用方法の共有
を図る。
②定期的にペア活動やグループ活
動を取り入れ、主体的に外国語で
発話する態度を育てる。
③入力や集計などの作業を見通
し、効率化を検討する。

①技能講習を年間４回目標に行
う。また都度アンケートをとり、ニー
ズに沿った講習が行えるようにす
る。
②言語活動を２回に１回は行い、
主体的に外国語を用いてコミュニ
ケーションをとれるよう活用的な技
能を身につける。
③年度末成果として具体的な事例
を挙げられる。

A

①端末の使い方など、講習や研修を4
回実施した。
②間違えても挑戦する児童が増加した
が、積極的でない児童は変わらなかっ
た。　学習状況調査「英語の勉強は好
き」が75.2%で県・国より有意に高かっ
た。
③学びポケットへの移行についてス
ムーズに進められたり、学校掲示板を
活用した情報共有を行ったりできた。

①学期ごとなど定期的に活用事例など
を伝える場を設ける。
②必然的に英語を話さなければいけな
い状況を増やす。また目的や場面設定
を明確にし、話したくなるような授業内
容、環境づくりをする。
③業務改善と連携して取り組んでいく。
タブレットの活用方法等、定期的に研
修をしていく。

・デジタル図書館の利用が予定冊数を
大きく上待っている。こどもの読書習慣
の定着のためにも、引き続き利用を進
めていきたい。
・タブレット端末の更新がスムーズに進
むよう市教委と学校、保護者で連携し
ていく必要がある。
・英語・ICT教育の定期的な職員研修も
必要である。
・新システムへの移行の戸惑いが講習
等でフォローされていて安心感につな
がる。

「豊かな心」の育成

①道徳教育の推進
②いじめ等の未然防
止、早期発見、早期
対応に向けての組織
的な取組の推進
③不登校の児童生
徒やその保護者への
支援体制の充実
④体験活動等の実
施

①学校教育活動全体を通して、豊
かな感性と確かな判断力を養い、
子どもたちが、豊かな人間性、自ら
学び、考える力を育むために実際
に自然や社会に触れる機会を設定
する。生き方を求めて主体的に行
動できる子どもを育てる。
②問題行動やいじめの未然防止、
早期発見を図り、児童が楽しく過ご
せる環境をつくる。
③不登校の早期発見、対応に努
め、児童が安心して通えるように支
援する。
④子どもたちが豊かな人間性、自
ら学び、考える力を育むために実
際に自然や社会に触れる機会を設
定する。

①他の道徳的教育活動との関連を
図りながら、道徳的な心情、判断
力、実践意欲と態度などの道徳性
を養い、道徳的価値を自覚し、自
己の生き方についての考えを深
め、主体的に行動しようとする態度
を育てる。
②③学年、生活指導部会、管理職
間の円滑な連絡体制の確立、校内
職員の共通理解を徹底し、チーム
で課題解決にあたる。
②年間３回のいじめアンケートやセ
ルフチェックシートを活用し、いじめ
の早期発見、対応に努める。
④３年で環境体験学習、５年で自
然学校を実施する。また、その他
においても体験を意識してカリキュ
ラムを作成する。

①児童アンケートにおいて「自分を
大切にすることや、他の人への思
いやりについて教えてもらってい
る」の質問に肯定的な回答が９０％
をこえる。
②教職員アンケート「問題行動が
起きた時、組織的に対応できる体
制が整っているか」の項目で肯定
的な回答が９０％をこえる。
②③保護者のアンケート「先生は
子どもの様子をよく見ているか」、
「子どもは生活のルールやマナー
を守っているか」の項目で肯定的な
回答が９０％をこえる。
③年３回いじめアンケートを実施
し、その都度いじめ対策委員会を
開き、全職員で対応にあたる。
③毎月、長期欠席児童の動向を共
有し、組織的な対応を検討する。
④環境体験学習、自然学校およ
び、それに準ずる体験を実施する。
プログラムを考える際には、自然
や地域との関わりや集団（グルー
プ）を取り入れる。

B

①児童アンケート「自分を大切にするこ
とや、他の人への思いやりについて考
えている」の質問に肯定的な回答が９
１％であった。
②教職員アンケートでは、「問題行動が
起きた時、組織的に対応できる体制が
整っているか」の質問に肯定的な回答
が９８％であった。
②③保護者のアンケートは、「先生は子
どもの様子をよく見て、適切な指導を
行っているか」、「子どもは生活のルー
ルやマナーを守っているか」の質問に
肯定的な回答が両項目とも９３％であっ
た。
③年３回いじめアンケートを実施し、い
じめ対策委員会で対応方法や重大事
案であるかどうか、虐待事案について
検討した。
③不登校傾向の児童の居場所としてス
マイル教室の認知が進んだ。来年度以
降にシステムや児童の特性などをどの
ように引き継いでいくかが課題である。
④環境体験学習、自然学校ともに目的
を持って計画・実施することができた。
特に、自然学校でのひょうご冒険教育
では児童が変わっていく姿が見られ
た。

①児童が自己肯定感を高めることがで
きるように、道徳だけでなく学校生活に
おいて児童が周囲の人々と関わりなが
ら、主体的に活動できる取り組みを計
画・実施していく。
②全職員での情報共有の仕方、管理
職と生活指導担当との連携など、今年
度うまくいったことに対しては引き続き
取り組んでいく。
②虐待と思われるような事案が増えて
いるので、保護者への説明や対応につ
いては慎重に行っていく必要がある。
③スマイル教室での取り組みや児童の
特性を全職員で共通理解し、児童に関
わっていかなければならない。来年度、
編成や体制が変化しても年度当初の関
係作りは丁寧に行っていく。
④来年度以降も引き続き、本校児童の
様子と趣旨を照らし合わせながら環境
体験学習、自然学校の場所やプログラ
ムを検討していく。

・保護者アンケートで「先生は子どもの
様子をよく見て・・」が９３％あり、先生方
に対する信頼感の高さが表れている。
・虐待と思われる事案については子ど
もの命に関わるものもあるのではない
か、先生、学校だけではなく行政や警
察などと連携した対応が必要。
・学校にきたけれど教室に入りづらい子
どもにとってスマイル教室の取組は効
果がある。子どもの居場所や教室復帰
の前段階として必要な取組である。
・外的要因による不登校もある。これま
でとは違う対応が求められ難しい時代
になっている。世の中が変わってきてい
る。学校や地域も変わっていかなけれ
ばならない。

「健やかな体」の育
成

①児童生徒の体力
向上の促進

②発達段階に応じた
健全な食育の推進

・ 運動に親しみ、楽しく取り組む態
度を育てる。
・学校行事や休み時間、教育活動
全体を通じて、体力・運動能力の
向上を図る。
・心や体の健康に関心をもち、健全
な生活を営む態度を育てる。
 <低学年>だれとでも仲よくし、楽し
く運動できる子ども
 <中学年>課題をもち、工夫して運
動を楽しくできる子ども、体の発育・
発達について理解できる子ども
 <高学年>課題をもち、活動を計画
的に行い、運動の楽しさや喜びを
味わうことができる子ども、心の健
康及び病気の予防について理解で
きる子ども
②食生活や栄養の大切さについて
理解し、実践できる児童を育てる。

・固定時間に応じた単元指導計画
を立て、授業の充実をはかる。（1
年 102時間 週3時間、2～4年 105
時間 週3時間、5,6年 90時間　週
2,6時間)
・研修・研究の機会があれば紹介
すると共に、できるだけ参加する。
・学年で作成したワークシート類を
データで保存し、活用する。
・備品の充実、教具の整理をはか
る。
・全職員が体育の授業を充実して
行えるように、自主研修を活用し
て、指導力向上を図る。
・学校HP等を活用し、家庭でもでき
る運動について知らせる。
②給食時間や高学年の家庭科の
授業を活用して食事マナーや栄養
面の理解を図る。

・「全国体力・運動能力、運動習慣
等調査」において、「運動やスポー
ツをすることが好き」の肯定的回答
が９０％をこえる。
・「全国体力・運動能力、運動習慣
等調査」において、「体育の授業は
楽しい」の肯定的回答が９０％をこ
える。
・児童アンケートにて、「体を動かす
ことが楽しい」の肯定的回答が９
０％をこえる。
・保護者アンケートにて、「子ども
は、運動に親しんでいる」の肯定的
回答が９０％をこえる。
②児童アンケート「早寝・早起き・朝
ごはんを心掛けて生活している」の
項目で肯定的な回答が７５％をこ
える。

B

○「全国体力・運動能力、運動習慣等
調査」において、「運動やスポーツをす
ることが好き」の肯定的回答で男子が
90％を上回った。
△「全国体力・運動能力、運動習慣等
調査」において、「運動やスポーツをす
ることが好き」の肯定的回答で女子は
81％にとどまった。【90%越えを目標】
〇「全国体力・運動能力、運動習慣等
調査」において、「体育の授業は楽し
い」の肯定的回答が男女共に９０％をこ
える。（男子96%女子90%）
△学校評価では「体を動かすことが好
き」の項目に肯定的な回答した児童が
88％だった。
△高学年（4-6年）になると「よくあては
まる」も【７0%】切り、（5,6年）の「あては
まらない」が【4.6%、7.1%】になっている。
【80%越えを目標】【3%未満を目標】
△保護者アンケートにて「子どもは運動
に親しんでいる」の肯定的回答は72％
だった。【90%越えを目標】

②児童アンケート「早寝・早起き・朝ご
はんを心掛けて生活している」の項目
で肯定的な回答が70.5％だった。

・全職員が体育の授業を充実して行え
るように、自主研修などを積極的に活
用し、指導力向上を図る。
・学校評価でも読み取れるように（1-3
年）は運動が好きなので、継続して楽し
めるように授業の考え方も見直してい
く。
・家で取り組みたくなる運動課題などを
例示し、子どもたちが進んで取り組める
場や環境を設定する。

②食育については、栄養教諭とも連携
し、引き続き、保護者に情報を発信して
いきながら具体的に推進していく必要
がある。

・早寝、早起き、朝ごはんには保護者へ
の情報発信や啓発活動が大切である。
保護者の健康と子どもの健康を考えて
できることから取り組みたい。
・１週間のキャンペーンなど一定の期間
だけでも実践してもらえるよう取り組ん
ではどうか。
・骨の成長のためにも高学年女子の運
動が大切だとのこと。リフレッシュにもな
るので、楽しみながら運動になるような
ものがあれば。
・啓発だけでは難しい。小さな目標を立
てたり、短期間に重点的に取り組んだ
りして習慣づけていきたい。
・休み時間に校庭でよく運動遊びをして
いる印象yがある。

①夢や目標をもち、主体的な学び
や活動ができる児童を育成する。
②児童の心理的、福祉的な支援の
ために、管理職や特別支援教育
Co.、生徒指導担当が窓口となっ
て、ＳＣやＳＳＷの校内のケース会
議等のへの参加等、積極的な活用
を図り、「チーム学校」の構築を
行っていく。
③心理面、発達面等の悩みを抱え
る児童及び保護者の心の安定を図
るために、特別支援教育Co.が中
心となって、支援体制（特別支援教
育、生徒指導対応）を構築し、運用
していく。

①キャリアパスポートを活用し、一
人ひとりが目標を持って学校生活
を送れるよう指導にあたる。
②SC派遣（週１）では、カウンセリン
グ後、ケースに応じて、情報共有を
行い、指導や支援に活かす。SSW
はケースに応じて、適時連携を取
り、ケース会議等に参加し、専門的
な視点で支援に活かしていく。
③支援体制を可視化し、学年、特
別支援部会、管理職間の円滑な連
絡体制の確立、校内職員の共通理
解を徹底し、関係機関との連絡や
調整等を行う。

①児童アンケートで「目標をもって
学習や行事に取り組んでいる」とい
う質問への肯定的回答が８０％を
こえる。
②教職員アンケートで「特別支援
教育コーディネーターが中心となっ
て、ケースに応じて、SC、SSWの活
用ができているか」の質問に肯定
的な回答が９０％をこえる。
③教職員アンケートで、「特別支援
教育コーディネーターが中心となっ
て、支援体制に沿った連携等によ
り、校内職員の共通理解ができて
いるか」の質問に肯定的な回答が
９０％をこえる。

B

①児童アンケートの結果、「目標をもっ
て学習や行事に取り組んでいる」に対
する肯定的回答は90％と目標を達成す
ることができた。
②教職員アンケートで肯定的な回答が
９８％とあるように、カウンセリングを必
要とする児童や保護者にとって、SCと
の時間は有効活用できた。守秘義務の
関係上、カウンセリング内容を知ること
はできないが、保護者から情報共有OK
をもらっている家庭に関しては、当該児
童の学級担任と連携もできた。（課題）
今年度も昨年度同様カウンセリングの
需要を高く、予約が埋まっている状態で
ある。
③教職員アンケートで肯定的な回答が
９４％とあるように、特支Co.が校内支援
体制図で共通理解を図ったり、支援部
の先生方も中心となって、学年の支援
体制の共有や連携を取ったりすること
ができた。
（課題）
・対象となる事案があまりにも多く、一
部の教員に負担がかかることも多く、人
手不足が否めない。
・全校児童1000人を超える学校で学級
に個別の支援が必要な児童が多く、担
任や教科担当を担いながら、特別支援
Co.が校内の児童の実態を全て把握す
ることは非常に難しい。
・支援が必要な児童が多くなっている
中、担任が一人でもれなくを見ることは
難しい状態である。特別支援教育支援
員の先生を増やしてもらうように働きか
けていく。

①児童が目標設定をより具体的にでき
るように、目標設定の際に具体的な例
を挙げて記入できるように学校全体で
統一していく。
②ケースによっては校内でのカウンセリ
ング以外の相談場所を保護者に伝え
て、自ら連絡して頂くことも検討してい
く。
③今年度３名で仕事を回し、相談や教
育支援にも対応してきた。次年度はこ
の人員で対応をするだけでなく、今以上
に学年支援部の教職員が窓口となるな
ども含めて連携を図っていく必要があ
る。

・支援が必要の児童の人数に合わせて
十分な支援員の先生を要望していく必
要がある。
・どこも人材不足、与えられた人材の中
でやっていくしかない。学校としては組
織的に対応している。A評価でよい。
・放課後デイなど事業所と学校での連
携を進めていきたい。
・教育委員会の相談やその他の相談機
関ともつなげたい。
・相談内容の多様化、支援の必要な家
庭や児童の増加に今後も柔軟に対応し
ていってほしい。

①人間性の涵養につながる教育推進
②全ての子どもの可能性を引き出す授業改善の推進
③身体的・精神的な健康の保障と健全な食生活の推進
④教育環境の整備、業務改善と学校安全の充実
⑤地域とともにある学校づくりの推進

施策目標
基本施策

令和6年度(2024年度)　学校評価総括表  　　　　【伊丹市立伊丹小学校】                                                                                               

重点目標

教育目標 よい子　強い子　伊丹の子　－新しい時代を生きる徳・知・体の調和のとれた心豊かなたくましい子の育成－
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教育相談・支援体制の充
実

①キャリア教育の推進
②スクールカウンセラー・ス
クールソーシャルワーカー
の活用
③教育相談の充実



①特別支援学校センター的機能の
活用を活かして、校内支援体制を
通して必要なアドバイス（コンサル
テーション、巡回相談）を受けたり、
実践講座を受けたりして、専門性を
伸ばす。
②児童一人一人の実態を把握し、
適切な教育支援を行うことにより、
児童の可能性を引き出し、確かな
学力の向上と豊かな心の育成を図
り、生きる力（自立）へとつなげる。

①校内支援体制における支援の中
で、ケースに応じて、必要なアドバ
イスを希望、申請したり、実践講座
を受けたりする。
②児童の実態を掴むため、支援の
必要な児童について情報共有する
場を設定する。
②個に応じた教育支援計画等を作
成し、適切な対応を行う。

①教職員アンケートで「校内支援体制を
通して、ケースに応じて、必要なアドバイ
スを受けたり、実践講座を受けたりし
て、日々の教育実践に活かすことができ
ているか」の質問に肯定的な回答が９
０％をこえる。
②児童についての情報交換の場を毎月
(部会)設定する。
②年２回以上各クラスの実態や学級経
営、支援の必要な児童の理解について
交流する。（生活人権支援研修会、ひま
わりきこえ研修会）
②必要に応じてサポートファイルを作成
し、学校と家庭が連携しながら、継続し
た支援を行う。（毎学期）
②支援員、担任と連携し、児童の実態
に応じて支援体制を見直す。(毎月)
②必要に応じて、教育相談や巡回相談
につなげる。 B

①教職員アンケートで肯定的な回答が９６%と
なっているように、校内支援体制をもとに
ケースに応じて、必要なアドバイス（コンサル
テーション、巡回相談）を受けたり、１年間を
通して、１人１回は実践講座を受けたりして、
専門性を伸ばしていくことができた。校内支
援体制は前年度の課題を生かし、生活指導
と連携し、児童の実態を元に組織的に対応し
た。また、校区に児童精神科を開業されてい
る石原Dr.に巡回相談、講演をいて頂き、児
童理解を深めた。特支Co.として、定期的に
発行される教育支援センターだよりを掲示し
たり、学期に１度の「特別支援教育通信」を発
行してきたことで，教職員の取組（授業UD、
人的UD、物的UD）を周知することができた。
（課題）
対象となる事案があまりにも多く、一部の教
員に負担がかかることも多く、人手不足が否
めない。
様々な
②毎月の部会、生活人権支援研修会兼ひま
わりきこえ研修会、特支Co.が中心となって、
必要に応じてサポートファイルを作成し、学
校と家庭が連携しながら、継続した支援をし
てきた。特支Co.が中心となり、支援員と担任
が連携できるように、児童の実態に応じて支
援体制を見直したり、必要に応じて教育相談
や巡回相談につなげたりしてきた。
（課題）支援を必要をとしている児童の数に
対して、支援の手が十分ではない。人員配置
を要望するとともに、効果的な支援方法の検
討が必要と感じる。

①今年度も通級指導の拠点校として、
学校生活支援教員（通級指導）には
様々なところで動いて頂いた。教職員ア
ンケートで「様々な立場や考えの講師
の方の話を聞きたい」と意見があったの
で、来年度は校内研修で講演をして頂
く予定である。

②学年間や校内全体で学習面、生活
面等で児童が学びやすく、過ごしやす
い環境づくりに向けて、今後も継続し
て、基礎的環境整備（UD化）等に取り
組む。
また、担任が子どもの変化や小さなサ
インへの気づき、学年間での児童の実
態把握、特別支援部会での情報共有し
早急に対応できるように、支援が必要
な児童を見るポイントを校内で確認す
る。

・特別支援教育等に関する講演は、就
学前施設の職員も参加し共に学び合い
たい
・支援する人員が不足しているため、早
急な人員増加が必要。引き続き要望し
ていきたい。
・様々な講師の話や研修を通して、伊
丹小学校にあった考えや講師をみつけ
ていくことは重要。
・引き続き、教員間で情報を共有し、組
織的に対応することが大切。
・保幼小中、関係機関と連携し、連続･
継続した支援体制を築きたい。

①時代、課題に応じた研修を実施
し、学校教育目標の具現化や個々
人の能力アップに努める。

①現状での自校の課題から精選し
た研修を実施する。

①教職員アンケート「子どもを取り
巻く課題や必要とされる教師の資
質・能力に即した校内研修を行っ
ている」の項目で肯定的な意見が９
５％をこえる。（昨年度９8％） A

①教職員アンケート「子どもを取り巻く
課題や必要とされる教師の資質・能力
に即した校内研修を行っている」の項目
で肯定的な意見が９５％であった。

①業務改善や会議のスリム化が進めら
れる中、各分掌の担当者と連携して研
修の精選をすることができているので、
引き続き情報交換しながら検討してい
く。

・業務改善をしながらの研修は大変だ
ろうが、熱心に研修している今の状態
の継続を期待する。
・様々な教育課題がある中、若手教員
だけでなく、４０代～６０代の教員の積
極的な研修参加により、教員全体の資
質向上を進めていってほしい。

①学校運営協議会委員と学校の
課題を共有する。
②保護者、地域との温かい「横の
連携」と幼小中の「縦の連携」を強
化し、教育環境の拡充を図る。

①学校運営協議会員と教職員の
合同研修会を開催し、学校運営に
生かす。
②学校だよりやＨＰ等を活用し、積
極的な情報発信に努めるとともに、
地域行事等の案内や情報を教職
員にも知らせ、連携していく。
②九九学習や社会科・生活科の学
習で地域に出かけたり、地域の人
との交流を行ったりする。

①「育てたい子ども像」「学校と地
域の連携」」について、教職員と学
校運営協議会員が話し合う研修会
を１回以上開催する。
②各学年月２回以上のHPの更新
をし、保護者アンケート「学校は、
各種おたよりやホームページなど
を通して情報を発信している」の項
目では、肯定的な意見が１００％に
なる。(昨年度９８％） B

①８月に学校運営協議会委員と教職員
との合同研修会を行い、「育てたい子ど
も像」や「地域との連携」について話し
合うことができた。
②保護者アンケート「学校は、各種おた
よりやホームページなどを通して情報を
発信している」の項目で、肯定的な意見
が９７％であった。
②HPについては、各学年月２回以上の
更新ができなかった学年もある。
②地域行事や近隣施設の行事等を
GoogleClassroomで発信することができ
た。
②生活科や社会科、総合的な学習の
時間、九九の学習などで保護者や地域
の方に協力していただき、地域とのつ
ながりが深まってきたと感じている。

①今後も学校運営協議会との合同研
修を通じて、学校の課題と取組を共有
していきたい。
②HPへの写真掲載については市の方
針も確認しながら慎重に取り組んでい
く。HP以外の安全で多様な情報発信方
法も研修を行った上で、柔軟に取り入
れていきたい。
②教職員が地域の人・もの・ことについ
て学ぶ場を設定したり、今年度学習活
動に取り入れた地域のお店や工場との
つながりを続けていったりしながら、カリ
キュラム・マネジメントを進めていく。
②保育所・幼稚園・中学校と学びをつな
ぐための研修や交流の場を設定してい
く。

・ボランティア活動中、教員からあいさ
つされることが増え、活動している私達
も嬉しいです。
・たくさんの情報がスマホなどで手に入
る時代だが、「知っていること」と実際に
「やったことがある」とは大きな違いがあ
る。実体験をできるだけ多くさせてあげ
てほしい。
・地域と連携した学習を進め、それを発
信することで子どもの自信につながる。
今後の取組を期待する。

①緊急時に安全に素早く避難・対
応できるよう備える。
②日ごろから、教師の指示を静か
に聞かせて適切に動く。
③児童が安全に登校できるよう指
導する。
④児童が安全に学校生活を送るこ
とができるよう安全を確認し、必要
であれば修繕、改修する。
⑤教育目標の実現、働きやすい環
境づくりに向けて、教職員に働きか
ける。

①状況に応じて自分で判断できる
よう学級・全体で指導する。
②全校生が集まったときに話をしっ
かり聞き、素早く動くことができるよ
う指導する。
③全職員で児童の登下校の取り組
みを見守り、指導する。
④定期的に安全点検を行い、迅速
な対応をするとともに安全な施設
設備の使い方を適宜指導する。
⑤職員会議については、部会・学
年打ち合わせ等を活用して、提案
や協議事項を精査し、スリム化を
図る。
⑤業務改善モデル校や市内の小
学校の実践事例を参考にし、本校
の業務の行い方を改善していく。
⑤ICTの活用により業務の効率化
や短縮を図る。

①②３つの訓練（火災、防犯、地
震）を行い、それぞれの対応を学び
速やかに、避難することができる力
をつける。
③安全に気を付けて、事故なく登
下校できる。
④毎月安全点検を行う。
④保護者アンケート「学校は、学習
の場として子どもが活用しやすい
環境が整っている」の項目で肯定
的な意見が85％をこえる。
⑤教職員から意見を吸い上げて方
針や取り組みを提案し、年度中に３
つ以上具体的に業務改善を目指
す。

B

①5月に保護者同伴訓練を実施し、災
害時等の対策に生かすことができるよ
うにした。
①年３回の避難訓練も運動場に安全に
避難する訓練ができた。
①２学期には、防犯訓練で警察の方と
協力して実施し、全校児童の前でお話
もいただけた。
②教員による校内研修では、不審者と
判断したらすぐに１１０番することやさす
また等での対応などしっかり身に着け
ることができた。
③登下校で右側通行や安全に気を付
けた歩き方を指導した。
④修繕が必要な箇所があったときには
毎月の安全点検をもとに技能員を中心
に速やかに改善にあたることができた。
④保護者アンケート「学校は、学習の場
として子どもが活用しやすい環境が
整っている」の項目で肯定的な意見が
92％だった。
⑤職員会議や連絡会について、提案の
仕方をマニュアル化し、スリム化を図っ
た。
⑤業務改善モデルや他校の実践事例
を参考にし、退勤時刻の目標ボードを
掲示することで時間を意識して勤務で
きるようにした。また、校内の鍵の精
選・整理や職員室内の物の整理を行う
ことで、教職員が働きやすい場を整えら
れるよう、取り組んだ。
⑤来年度に向けて、のびる力や留守番
電話の設定時刻の変更、家庭環境調
査票と安全カードの様式の見直し、家
庭訪問や懇談会の方法の見直しなどを
進めた。

①来年度も今年度同様に、早い段階の
保護者同伴訓練を行い、保護者との連
携をしていく方向で考えている。児童ク
ラブに人数が増えていることから、教室
での同伴訓練を考えていく必要があ
る。また、集団下校する児童の人数が
多いので、非常時の時の訓練であるこ
とを保護者に強く伝えていく方向が必要
である。
①１０月の防犯訓練では、携帯での連
携をより進めていくと不安な児童が減る
と考えている。さすまただけでなく、懐
中電灯や消火器等も使って身を守って
いきたい。また、校内研修は夏休みに
行い、自分の担当を把握して早い段階
から動けるようにしておく。
②学校生活では、廊下を走る子が多い
ので、生活部と協力して対策を考える
必要がある。また、給食担当と廊下の
使い方の方向性を話し合い、普段から
整頓されたろうかにしていく。

⑤今年度吸い上げた意見で、まだ進め
られていないものについては、来年度
以降に検討していく。また、今年度は1
学期に1回だけの意見の吸い上げだっ
たので、定期的に行い、業務改善に務
めていく。

・定期的な訓練や細やかな体制は、保
護者や児童にとって安心できる学校に
つながる。
・引き渡し訓練については、早めに日程
と必要性を保護者に伝え、同伴訓練に
参加してもらうようにする。非常時の訓
練でも有日常の通学路の安全確認にも
なる。
・今後も市教委と連携しながら、働き方
改革を進め、児童や職員の過ごしやす
い学校づくりを進めていってほしい。

　

自己評価の基準　　Ａ：目標を上回った　Ｂ：目標どおりに達成できた　Ｃ：目標をやや下回った　Ｄ：目標を大きく下回った

次年度に向けた重点的な改善点
・初任者からベテランまで、教員それぞれのキャリアに応じた研修への参加を勧め、変化激しい世の中に柔軟に対応できる指導力をつけていく。また、学校や児童の実態に応じた講
師を招聘し、学力向上や特別支援教育等の研修を進める。
・体験活動や地域と連携した学習を進め、それを発信することで子どもの自己肯定感を高めていく。
・不登校や支援を要する児童の増加については、市教育委員会に対して協力を求めるとともに、さらなる組織的な支援体制の構築を進めていく。
・生活リズムや読書・運動習慣については、学校だよりやHPでの保護者啓発に加え、児童と保護者がともに目標をもったり、期間限定で取り組んだりするなど、工夫して学校と家庭、
地域が一体となって取り組んでいく。
・就学前施設や北中学校、北中学校ブロックの小学校との合同研修や、児童の交流などを進める。

学校関係者評価総括
・学校の自己評価ではB評価が多いが、教職員自身が課題意識を持って日々の教育活動に取り組む姿勢が見られ、教育活動は概ね良好であるといえる。
・不登校や支援の必要な児童の増加、虐待と思われる事案など、多様な課題に組織的に対応している。しかし、世の中が変わってきており、これまでと同じ取組では対応できなくなっ
てきている。人材不足については、要望していく必要があるが、限られた人員の中で柔軟に対応していくことが急務であり、これまで以上に。関係機関等とも連携していかなければな
らない。
・生活リズムや家庭での読書習慣、運動については、保護者への啓発に加え、目標や期間を設けた取組など、工夫していく必要がある。
・中学校との連携もさらに進めていってほしい。

教
育
環
境
の
整
備
・
充
実

学
校
教
育

教職員の資質向上

①研修等の充実

特別支援教育の推進

①伊丹特別支援学校の活
性化
②特別支援教育の充実

学校を支える組織体制の
整備

①コミュニティ・スクールの
充実
②地域と学校の連携・協働
体制の構築

安全・安心な教育環境の
充実

①学校園防犯訓練・防災教
育の充実
②子どもの安全対策の推進
③交通安全対策の推進
④学校園施設の整備・維持
保全
⑤学校における働き方改革
の推進


